



















平成 2 5 年 3 月 2 7 日












































































ボードレールの((A une passante ))においては、“passante" の出現を前にした話者の衝撃が、「畦る」
(renaître) 、「気の触れた J (extravagant) といった語によって示されている。これについてプルー
















に、『失われた時を求めて』のレミニッサンスの主題の記述に、“éternité" と“fugitive" という αAune
passante ゆと共通の語葉を発見できることから、ブルーストの芸術観には苦痛に溢れる現実の刷新と
「永遠」の希求という、“ A une passante ))と同様の美学が反映していることが読み取れる。プルー




本章で、は<< A une passante ))における身振りへの言及が、ボードレールの美学論で、ある「現代生活
の画家」に通じるものであることに着目する。同評論内では、“fugitif" (逃げ去るもの)と“éternel"
(永遠のもの)が芸術の本質として位置づけられており、身振りは“fugitif" の一例とされている。





が明らかであることを考慮しでも、<< A une passante ))に見られる身振りや表情などのダイナミズム







































































第五章 “ passante" の認識における感覚と記憶の作用一一一音楽作品の描写との関連において一一
















































































本論文は、 2 0 世紀フランスの作家マルセル・ブルーストの大作『失われた時を求めて』に見られ
る“passante" (通りすがりの女)という主題に着目し、そこに潜む創作上の諸要素を析出することに
よって、プノレーストの創作過程に新たな光を当てることを目的としている。
この“passante" の主題については、すでに 1 9 世紀フランスの詩人ボードレールの詩篇“A une 
passante" I通りすがりの女に」との関連について種々指摘が為されているが、本論文は、それらの先










に焦点を当てつつ、ボードレールの「永遠」の主題とプルーストの「レミニッサンス j 及び I j::D 象」
のメカニズム、ネルヴァルの「夢j の主題とプルーストの「想像力 j の問題等の比較検討を行い、そ
の背後に潜む美的根拠を析出する。
第二部(第四章一第六章)では、ネルヴ、アルとボードレールを通じて受容された美学が、プルース
トにおいてどのように変容し発展したかを、プルーストの反知性主義的態度に焦点を当てて、とくに
音楽の比輸と感覚描写、視覚と他の感覚の相互作用に基づく想像力の展開という視点から考察する。
結論として、プルーストの“passante" の主題は、ボードレーノレとネルヴァルに見られるロマン主
義的美学の影響を強く受けていると同時に、それを深化、発展させて、独自の「創造以前の混沌
tohu-bohu を基調とした美学」を成立させたという斬新な見解を提示しており、プルースト研究に新
たな一歩を示す独創的な論文として、極めて高く評価できるものである。
明快な図式化によって説得的な議論が展開される中で、対象とするテクストの複雑さがやや捨象さ
れるかに見えなくもないが、総じて、プルーストの膨大なテクストの撤密な読み込みはもちろんのこ
と、二人の詩人の作品についても本格的な読解を進め、各詩人の作品論とも言いうる優れた論述にな
っており、ボードレールの位置づけという課題も含めて、今後の発展が大いに期待される。また、分
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析に際しては、音楽、絵画等、テーマごとの先行研究を丹念に渉猟して、説得力のある論考を意欲的
に展開している。
以上のとおり、本論文は、自立して研究活動を行うに十分な高度な研究能力と学識を有することを
示している。よって、本論文は、博士(国際文化)の学位論文として合格と認める。
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